
	セッション4：参加資格の認定
（30分）
研修目的
本セッション終了後、参加者に期待されること 

資格要件を理解する。
クラブの資格認定手続きを管理する。
セッションの概要
序
5 分
参加資格
20分
復習
5 分
関連資料

	スライド
41. タイトル
42. 研修目的
43. 資格要件
44. 資格の維持
45. 研修目的
	ワークシート
7. まとめ 
8. クラブの資格チェックリスト



研修リーダーの留意点
このセッションの進行に関する詳細と参加型活動の一覧は、「セッションの手引きの使い方」を参照してください。 

セミナーに先立ち、このセッションの手引きに目を通し、必要に応じて地元の法律に関する情報、地区独自の要件、地区の事例などを盛り込んでください。 

詳しい情報は「補助金管理の手引き」をご参照ください。
セッション中、参加者に「クラブの覚書（MOU）」を参照してもらい、関連するセクションについて説明してください。 

「地区の覚書（MOU）」、「クラブの覚書（MOU）」、「新地区補助金とグローバル補助金の授与と受諾の条件」を参考資料として手元に用意してください。
序


（5分）
スライド41を映す
タイトル
研修リーダーの留意点
このセッションの研修目的を確認します。
参加者に「まとめ」のワークシートを参照してもらい、メモを取るよう奨励します。
スライド42を映す
研修目的
キーポイント
本セッション終了後、参加者に期待されること 

· 資格要件を理解する。
· クラブの資格認定手続きを管理する。
ワークシート7を参照
まとめ
参加資格


（20分）
キーポイント
参加資格の認定は、クラブが補助金管理の適切なシステムを備え、これを効果的かつ継続可能な方法で維持していくための手続きです。
この手続きにより、クラブは、補助金の受領に先立って財団の全要件を理解し、補助金を効果的に管理できるようになります。
スライド43を映す
資格要件
キーポイント
この研修に出席した参加者は、資格認定に向けての第一段階を完了したことになります。 
次のステップは、クラブ会長と会長エレクトが「クラブの覚書（MOU）」に署名し、これを提出することです。 
<<このほかに地区が定めた要件がある場合は、ここに挿入してください>> 

スライド44を映す
資格の維持 

キーポイント
クラブは、参加資格を1年間維持するために以下を行う必要があります。
· 「クラブの覚書」「補助金の授与と受諾の条件」「ロータリー章典」「ロータリー財団章典」の規定を順守する。
· クラブの資格手続きを管理する会員を1名（または数名）任命するか、委員会を設置する（透明性と継続性を高め、管理を徹底させるため、任期をずらして委員を任命することをお勧めします）。 

· 資金の不正使用を防ぐため、すべての財団補助金について適切な対応策と管理体制が整っていることを確認する。
ワークシート8を参照
クラブの資格チェックリスト
「クラブの覚書」に記載された要件のうち、クラブが既に満たしているものは
どれですか。 

クラブがこれから満たす必要のある要件はどれですか。 

「クラブの覚書」の要件を満たすため、クラブで誰に協力してもらいますか。 

復習


（5分）
スライド45を映す
研修目的
キーポイント
本セッション終了後、参加者に期待されること 

· 資格要件を理解する。
· クラブの資格認定手続きを管理する。
ワークシート7を参照
まとめ
研修リーダーの留意点
研修目的を復習し、すべての主題が十分に話し合われたことを確認します。また、参加者からの質問に答えます。
「まとめ」のワークシートを使って、セッション中に学んだことと、その結果から実行しようと思う活動について、参加者に発表してもらいます。全体に向けて発表する代わりに、隣同士で話し合ってもかまいません。
参加者に礼を述べます。
散会
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